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国内の道路橋は，今後急速に老朽化が進行することが見込まれており，効率的な維持管理が求められている．

国土交通省は，道路管理者の責任による「点検→診断→措置→記録」というメンテナンスサイクルを確立する

ため，統一的な基準により，5 年に１回の頻度で，近接目視により点検を行うことを義務付けた．しかし，橋

梁点検は現場以外の作業も多く，点検や補修結果の記録作業の効率化および CAD データや関連資料を含めた

情報の一元管理が課題となっている． 
本稿では，道路管理者，点検業者の業務支援を目的として，当社が開発した道路橋維持管理支援システム

「道の知恵袋」のシステム概要，各種機能および今後の展開について報告する． 
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1. はじめに 
 
平成 24年 12月 2日に発生した，中央自動車道笹子ト

ンネル上り線での天井板落下事故を受け，国土交通省は

道路法施行規則の一部を改正する省令（平成 26 年国土

交通省令第 39号） 及びトンネル等の健全性の診断結果

の分類に関する告示（平成 26 年国土交通省令告示第

426号）（以下，「省令・告示」という）を，平成 26年
3月 31日に公布し，同年 7月 1日より施行した． 
これにより，橋長 2.0ｍ以上の道路橋については，5

年に 1回を基本とした近接目視点検が義務化された．橋

梁点検は，帳票や報告書作成等現場以外の作業も多く，

5 年に 1 回を基本とした点検の義務化により，これまで

以上の作業の効率化が求められている． 
また，国内の道路橋の多くは老朽化が進行しており，

経年劣化や損傷などによる修繕費用は，今後，より一層

の増加が予想される．こうした状況の中，適切な橋梁の

状態把握・評価からの，効率的な維持管理計画の立案が

求められている． 
以上のような背景をもとに，当社では，橋梁の効率的

な維持管理への活用を目的として，省令・告示に整合し

た道路橋維持管理業務の支援システム「道の知恵袋」

（以下，「本システム」という）を開発した．  

2. システム概要 
 
(1) システム概要 

本システムは，橋梁の検索・閲覧，基本情報の管理，

点検・補修結果の記録，帳票・報告書の作成といった維

持管理業務の支援を目的とした WEB システムである．

ネットワーク経由でシステムを提供するASP（アプリケ

ーションサービスプロバイダ）型を採用することで，シ

ステム導入費用の低減，導入期間の短縮を実現しており，

インターネット接続環境さえあれば，パソコンやタブレ

ット PCから利用できる． 
主な想定ユーザは，道路管理者および点検・補修業者

であり，WEB システム上でデータの検索・閲覧や各種

データの直接登録・更新が可能である（図-1, 2）．  
 
(2) 運用年数 

省令・告示施行後の平成 27 年度の点検業務より，地

方公共団体で本システムを利用した点検結果の入力作業

を開始し，継続運用 3年目をむかえている．  
 
(3) 登録橋梁数 

2017 年 6 月現在，本システムには 7,000 橋分のデータ

が登録・管理されている．  
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図-1 システムイメージ 
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図-2 運用イメージ 
 
 
3. 各種機能 

 
本システムは，省令・告示の公布を受けて，それまで

の自治体の庁内ネットワーク上で稼働する庁内サーバ型

のシステム（以下，「旧方式システム」という）をもと

に開発した WEB システムであり，旧方式システムに比

べ，可用性，保守性を向上したシステムである．  
 
(1) 旧方式システム（庁内サーバ利用）の課題 

旧方式システムは，庁内ネットワーク上での稼働であ

り，点検業者や補修業者は，直接システムへアクセスし

てデータ入力することができず，点検・補修結果データ

を道路管理者に納品し，道路管理者側でシステムへデー

タ登録を行う必要があった． 
道路管理者によるシステムへの納品データ登録では，

異動等による担当者交代時にシステムの運用が引き継が

れていない場合，確実なデータ登録・保管がなされない

危険性があった． 
さらに，システム運用保守業者が庁内サーバにアクセ

スできないため，道路管理者では対応できない障害が生

じた場合，原因特定やシステム復旧作業は庁内へ出向い

てサーバを直接操作する必要があり，システム復旧まで

に時間を要していた（図-3）．  
 

 

図-3 旧方式システム 
 
(2) 本システム（IDC利用 WEBシステム）の効果 

インターネット経由でシステムへのアクセスが可能と

なり，点検業者や補修業者が直接システムに点検結果，

補修結果を登録できる．これにより，道路管理者による

納品データ登録が不要となり，作業の効率化および確実

なデータ登録が実現できる． 
サーバが稼働する IDC（インターネットデータセンタ

ー）は，冗長化により安定したネットワーク環境，空調

設備，無停電電源装置や自家発電装置，消火設備，入退

室管理等のセキュリティ設備，耐震構造を備えた堅牢な

建物となっており，サーバの安定稼働を保証している． 
また，データを定期的にバックアップしており，登録

データの冗長化と世代管理を実現している．これにより，

省令・告示に定められている，橋梁供用期間中の点検・

診断結果の記録・保管が可能となる． 
さらに，サーバやシステムの稼働監視，障害対応，メ

ンテナンスが遠隔操作で可能となるため，サーバが稼働

している IDC に出向く必要がなくなり，障害報告への

迅速な対応が可能となる（図-4）．  
 

 
図-4 WEBシステム 

 
 (3) 対象橋梁情報の一元管理 

本システムは，対象橋梁の基本諸元や橋梁台帳などの

基本情報，点検結果や補修設計・工事の記録，CAD デ

ータや詳細調査報告書などの関連資料を，IDC のサーバ
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上に集約し，一元管理する機能を有する（図-5）． 
橋梁情報の確実かつ一元的な保管・管理により，適切

な橋梁の状態把握・評価が可能となり，効率的な維持管

理計画の立案が実現できる． 
さらに，道路管理者の異動等からの担当交代による新

担当者でも，対象橋梁の維持管理に有用な資料に迅速に

アクセスが可能となる．これにより，新担当者が対象橋

梁の現況やこれまでの措置を効率的に把握することが可

能となる． 
  

 
図-5 橋梁詳細情報 

 
 (4) 橋梁の効率的な維持管理の実現 

a) 検索機能 

本システムは，構造形式や適用示方書などの基本諸元

に加え，点検年次，損傷種類，「道路橋定期点検要領 

平成 26年 6月 国土交通省 道路局」にて規定される 1)，

健全性の判定区分など（表-1），様々な条件による検索

が可能である（図-6）．  
 

表-1 橋梁毎の健全性の診断（判定区分） 

状態

Ⅰ 健全  道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
 道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の
 観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
 措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
 道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が
 著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

 

 

 

図-6 橋梁情報の検索機能 

 
b) 橋梁位置表示機能 

本システムは，国土地理院の地理院地図を利用した

橋梁位置の表示・確認が可能である．地理院地図は国土

地理院が定める利用規約に従えば，複製等，自由に利用

できる電子地図であり，周辺状況も含めた確認が可能で

ある（図-7）． 
 

 

図-7 橋梁位置表示機能 
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c) 補修計画策定 

検索機能と橋梁位置表示機能を組み合わせることによ

り，健全性の判定区分”Ⅲ”（次回点検までに補修が必

要）の部材を有する橋梁を検索し，地理院地図上に表示

する．得られた情報を基に，補修対象橋梁の位置と，各

路線や沿道環境を地図上で同時に確認することができる． 
これにより，補修業者向けの対象橋梁位置図の作成や，

補修工事中の迂回路線図の作成等に活用できる．  
d) 国土交通省提出資料作成作業の効率化 

国土交通省は毎年，「道路統計調査（道路施設現況調

査）」にて国内橋梁の諸元を，「道路メンテナンス年

報」にて各橋梁の健全性の判定区分を，公表している． 
これらの公表資料のために，地方公共団体は管理橋梁

の諸元と点検結果を整理・集計し，国土交通省へ報告し

ている． 
報告にあたり，地方公共団体の道路管理者は，橋梁台

帳および点検帳票を取り纏めて，所定の様式に必要な情

報を入力する必要があり，労力を要していた． 
例えば，図-9 に示す国交省提出用点検記録様式の場合，

ファイル名やシート名，座標と点検年月日等の報告が必

要な項目のフォーマットを国が求める様式に揃えるのに，

1 橋あたり 15 分程度を要する．これを年間の点検対象

橋梁分（対象橋梁が 2000橋であれば，5年で点検を一巡

する必要があるので 1年あたり 400橋）繰り返し行って

いた． 
これに対し，本システムは上記 2調査の様式に準拠し

た出力機能を備えているため，点検業者が橋梁諸元およ

び点検結果をシステムに入力するだけで，国交省への報

告データが作成される．これにより道路管理者の資料作

成に要する負荷を低減できる（図-8）． 
 

 

図-8 国交省提出用点検記録様式 入力画面 

 
図-9 国交省提出用点検記録様式 （Excel） 

 
(5) システム操作説明会の実施 

システム運用開始時，地方公共団体ごとに道路管理者，

点検業者向けにシステム操作説明会を実施している．説

明会では，システム利用方法を説明するだけでなく，実

システム上で受講者にシステム操作を体験させる．体験

させる具体操作は，点検対象橋梁の既存帳票の検索と出

力や，点検結果および損傷写真の登録等の操作を，サン

プルデータを用いて受講者に実施させる．これにより，

システム利用者は点検準備時や点検実施後で利用する本

システムの機能や操作方法を理解することができ，円滑

なシステム運用を可能とする．  
 
 
4. 今後の展開 

 
本システムにより，維持管理業務の中で従来労力を要

していた作業を効率的に実施することが可能となり，作

業の省力化やコストの縮減が期待できる． 
さらに，対象橋梁の諸元や維持管理の記録を網羅的に

記録・管理できることから，省令・告示に定められてい

る，対象橋梁供用期間中の点検・診断結果の記録・保管

を徹底することが可能となる． 
今後，本システムを継続して運用していくことにより，

地方公共団体の道路橋の維持管理業務や橋梁長寿命化修

繕計画業務等を支援したい．また，本システムに蓄積さ

れた点検結果や補修情報などのデータを分析することに

より，道路橋の維持管理に有用な知見を取得し，より合

理的かつ効率的な維持管理手法の構築を目指す． 
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